
























































図1 A4サイズのワークシート 図2 完成Tシャツ 図3 同左 図4 マチスのダンスのシルエット























































































































































図19 模擬授業の見本作品 図20 模擬授業の風景
代表者は先生として振る舞うためエプロンをつけたり
して学生の中に埋もれないように配慮する。
スケッチブックの片側に授業プランを記入する。
ることによる心理的影響は小さくはない。いずれ自
分がするべきこととして認識されるからだ。完成作
品は，グループごとに展示した（図21）。幼稚園で
の展示風景を思い浮かべてもらうためだ。
先生役をした学生の代表的な感想には「初めてみ
んなの前に立って先生役をして，クラスの人なのに
意外と緊張しました。どう言ってほめてあげればい
いかとか，早く終わってしまった子の対応とか，迷
うこともありました。よい経験になったので，これ
からも頑張ろうと思います」というものが，園児役
の感想には，「授業，すっごいすごい楽しかったで
す。私もがんばります」，「絵を見て回るだけじゃな
く，アドバイスなどをするのが大変そうでした。先
生の反応がないとつまらないと思いました」，「ほめ
ることによって子どもは，とてもうれしい気持ちに
なるということが私自身もそうだったので，先生に
なったときは一人一人の絵のいいところを探してい
きたいと思いました！」というようなものがあった。
このような意見を受け，次回は，ほめることをテー
マとした授業を行うことにした。保育者のまなざし
を持った学生として授業に取り組む方ことで学びが
深まるように，絵をほめる視点を増やして模擬授業
をする方が，園児とのコミュニケーションが深まる
と考えたからだ。
6．グループごとに全員の絵をほめて寄せ書きする（6/7）
6回目以降の授業は，当初予定していなかったものである。しかし，前回の授業で絵をほめる
ことの必要性に気づいた学生が多かったことを受けて開発したのが，今回の寄せ書きほめ言葉と
いう題材である。まずはプリントに前回の活動で描いた絵のいいところを，自分が先生になって
園児の絵を見るつもりでグループ全員の分を書く（図22）。マスの上の部分には「ぱっと見てい
いところ」，下の部分には「じっくり見ていいところ」（「1近づいて見る 2描いた順番をたど
る 3その子の理由を考える」（9）というプロセスを経ていいと感じたところや，よさを発見した
保育者を養成するためのワークショップ的題材開発の研究 167
図21 1年3組の作品
学生の了承を得て掲載
ところ）を記入した。ぱっと見ていいところをほめることは，絵を直感で見るトレーニングにな
り，じっくり見ていいところをほめることは，子どもの「絵を聞く」（10）ことのトレーニングにな
る。絵を聞くとは，子どもが「伝えたい思いや願いに寄り添う」（11）姿勢を持つことで可能になる
保育者としての態度のことだ。
次は学生一人一人が枠を描いた色画用紙を準備して，そこにグループ全員からのほめ言葉を書
いてもらう（図23,24）と同時に，先生として全員にほめ言葉を書く活動に移る。10人以上の
人から同時に絵をほめてもらうことは，ほとんどの学生にとって生まれて初めての経験であった。
感想には，「ほめていて，みんな同じバスを描いていましたが，それぞれ大きく描いたり長く
描いたり，一人一人違う発想をよく見れました。自分もプールのつもりで描いたけど池と間違え
られ，園児の気持ちと先生の気持ち，どっちも体験できました」，「みんなに自分が絵で伝わって
いたみたいでよかった！」，「細かいところをみてくれるのがうれしい。あまりピックアップしな
いようなところをほめられるのがうれしい」，「13人分の絵をほめることは，簡単なことではな
いなと思いました。書くことがなくなってきたり，漢字を使ってしまいそうで難しかったです。
でも，みんなにほめてもらった文章を見て，自分も気づかないこともあって嬉しかったです」，
「友達の絵をほめるとき，何とコメントしていいのか分からなくなる。ちょっと頭を使うので大
変だった。たくさんの意見をもらって嬉しかったので，視野を広げていこうと思った」というよ
うなものがあった。人をほめることと，自分がほめられることを同時に体験することで，園児と
保育者の視点を同時に体感することができた。先生になってしまうと生徒だった時の気持ちを忘
れがちだが，このような体験を印象づけておくことで，相手の立場を忘れない保育者になってい
けると考える。
7．幼稚園実習をしている自分を想像で描く（7/7）
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図22 ほめ言葉を書く 図23自分でデザインした
さくらんぼにほめ言葉
を書いてもらった
図24自分でデザインした
かたつむりにほめ言葉
を書いてもらった
にした。前回までの授業を何らかの形に結実させたいと考え，絵のテーマは「11月に幼稚園実
習に行っている自分」というものにした（図25～29）。単発の授業であれば細かい設定も必要に
なるところだが，一連の授業を受け終わっての1枚ということで学生は自由に描くことになった。
ここまでゴシゴシあそび中心の描画をしてきたが，急に鉛筆で輪郭を描き始める学生が多かった。
感想には，「実習と言うイメージだと，忙しそうとか大変そうだというものばかりだったけど，
絵を描いてみて楽しい実習にしたいと思った」，「実習に行ってお手本になれるように，今からしっ
かりと用意しておきたいです」，「予想しながら描くのは，実現できそうだと少し思えました。実
際に実習に行ったら大変だと思いますが，笑顔を忘れず，絵以上に子どもに楽しいと思われるよ
う頑張ります」というようなものがあった。
2週間の実習は毎日が緊張の連続である。それに向けて，少しでも心の準備をしてもらうため
にこの題材を選んだ。筆者が驚いたのは，絵を描いて実習に対して積極的な気持ちを抱いた学生
が半数以上にのぼったことだ。考えてみれば未来の絵を描く際，せっかくなら前向きに取り組ん
でいるところをイメージしよう，と思うのは当然のことかもしれない。また，いったんイメージ
したものは，記憶が薄れるとはいえ残っていく。そう考えるとこの題材は，保育者としての視点
を獲得するために，いい影響を及ぼすと考えられる。
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図25 スケッチブックの上には
実習先での様子を文章で
書く
図26「絵を描いて実習先に対
する意欲がわいてきて
ワクワクしました」
図27「絵と同じように子ども
たちに教えることができ
るかな？」
図28「子どもを笑顔にさせる
遊びや絵を描いてあげた
いです」
図29「子どもと早くふれあい
たいような行きたくない
ようなビミョーな気持ち」
「自分がこの絵の場所に立っている
なんて想像できないです」という
感想。
Ⅵ 7回の実践の流れ
この7つの実践がどのように行われたか，ワークショップという言葉を入れて整理するとこの
ようになる。
①シルエットを使った実践で「ワークショップというものを体験する」→②絵の具を使った実
践で「ワークショップの展開を体験する」→③体験したことをもとに「ワークショップの題材を
考案する」→④人前で発表することで「ワークショップの導入を実践する」→⑤代表者と学生全
員による「ワークショップを実施する」→⑥ほめ言葉のボキャブラリーを増やすことで「ワーク
ショップを振り返る」→⑦絵を描くことで「体験・実践したワークショップのまとめをする」。
要約すれば，自分が体験したことを今度は実践し最後に全体を振り返る，という流れだ。
ワークショップというものは，体験する側にならないと分からないことが多くある。参加者が
創造性を発揮しやすい仕組みのワークショップの体験をすることで，今度は自分がねらいを持っ
た題材を考案する立場に身をおくことができる。その際，重要な要素になってくるのが，活動の
「流れをつくる」ということだ。それは順番をどう示すかという物理的な手順だけでなく，園児
たちを描きたくさせることも含めた気持ちの「流れをつくる」ことでもある。今回の実践では，
そのような「流れをつくる」活動の一つの形を示すことができた。
Ⅶ おわりに
この授業を受けた一人の学生が，夏休み中のオープンキャンパスで筆者が担当する造形の模擬
授業が行われる前に，高校生にこんなことを言った。
「この授業は園児と楽しく活動ができるようになるために行います。絵が上手いことと園児
と楽しく造形活動することは別のことです。みなさんも保育者を目指していると思いますが，
図工が苦手な人がいても，私がそうだったように自分自身が楽しんでやれれば大丈夫ですよ」
この学生に代表されるように，図工に対する苦手意識に変化が見られるようになった。学生達
は毎回の授業で，自分が取り組んでいる題材において，どこがあらかじめ決められている部分で，
どこが自由に工夫できる部分なのかを見極めながら，クリエイティブな制作に取り組んできた。
自分が学生という意識であれば気づかないが，保育者ならば当然こう動くだろうという視点を少
しずつ身につけることで，造形に対してポジティブに接することができるようになってきた。
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ワークショップ的題材開発を行うことで，保育者としての視点を獲得し能動的な態度を身につ
けることができたことが，本研究で明らかになったことだ。今後の課題は，絵に対する苦手意識
が大きいままでは学習効果が薄いので，教える立場として必要な技術の習得である。
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